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小型家電リサイクル法の概要（1/2） 

【制度概要】 
･使用済小型電子機器等については、資源性を有することから、広域的かつ効率的な回収 
 が可能になれば、規模の経済が働いて、採算性を確保しつつ再資源化することも可能。 
 そこで、本制度は、関係者が協力して自発的に回収方法やリサイクルの実施方法を工夫 
 しながら、それぞれの実情に合わせた形でリサイクルを実施する促進型の制度として構築。 
･使用済小型電子機器等の再資源化事業を行おうとする者については、再資源化事業 
 計画を作成し、主務大臣の認定を受けることで、廃棄物処理業の許可を不要とし、広域 
 的･効率的な回収を促進。 

【対象品目】 
･一般消費者が通常生活の用に供する電子機器その他の電気機械器具のうち、効率的な 
 収集運搬が可能であって、再資源化が特に必要なものとして、政令において指定。 
･政令では、「家電リサイクル法」の対象となる家電４品目を除く、２８類型の品目が指定。 

【基本方針】 
･環境大臣及び経済産業大臣が基本方針を策定･公表。 
･基本方針の内容は、基本的方向、量の目標（平成27年度までに14万ｔ/年、1人当たり1㎏/年）、 
促進のための措置、 個人情報の保護その他配慮すべ き事項等。 
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小型家電リサイクル法の概要（2/2） 

認定事業者 

・再資源化のための事業を行おうとする者は、 
 再資源化事業の実施に関する計画を作成 
 し、主務大臣の認定を受けることが出来る。 
 
・再資源化事業計画の認定を受けた者又は 
 その委託を受けた者が使用済小型電子機 
 器等の再資源化に必要な行為を行うとき 
 は、市町村長等の廃棄物処理業の許可を 
 不要とする。 
 
・収集を行おうとする区域内の市町村から分 
 別して収集した使用済小型電子機器等の 
 引取りを求められたときは、正当な理由が 
 ある場合を除き引き取らなければならない。 

※各市町村の特性に合わせて回収品目・回収方法
等を選択 

中間処理施設 金属製錬 

金属回収 中間処理 

回収 排出 

回収ボックス or 資源ごみの
新区分 or  ピックアップ 

自治体  
回収 

循環
利用 

製造業者（メーカー）の責務 

・設計、部品、原材料の工夫により再資源化 
 費用低減 
・再資源化により得られた物の利用 

製造・販売 

小売業者の責務 

・消費者の適正な排出を確保する 
 ために協力 

静脈物流 

引渡 

集積所 
国 民 

・分別して排出 

引渡 

消費者の責務 

国の責務 

・必要な資金の確保 
・情報収集、研究開発の推進 
・教育、広報活動 

認定申請 

認定、 

指導・助言等 

・再資源化事業計画の 
 認定 
 
・再資源化事業計画の 
 認定を受けた者に対 
 する指導・助言、報告 
 徴収、立入検査 
 
・認定の取消し 
 

国 市町村の責務 

・分別して収集 
・認定事業者その他再資源化を 
 適正に実施し得る者に引渡し 

事業者の責務 
・分別して排出 
・認定事業者その他再資源化を 
 適正に実施し得る者に引渡し 

（産廃である使用済小型電子機器等の排出の場合） 


